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r
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I

d
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o
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 p.

ノ

、
資

本

.勞_
:
.が.
.等

し

：か
：：ら

ざ'る「

收
；
|
|:^
擧
げ
る
場
合
に
は
必
ず
發
生
す
る

6

而
し
て
地
代
の
高 

を
.换
定
す

J
も
の
；は
そ

5

收
溢
：の

.差
®:で
あ
る
。
今
彼
れ
の
児
る
ど
こ
ろ
に
從
へ
ば
、±
地
に 

•投
，
ち
れ

*
同
.最
の
資
本
勞

‘慟

，が

等

し

か

ら

w

る

收
.益

を

擧

げ

る.

®

が̂
.三

あ

る
。

*

本
ー
勞

_

が
坶
.味

の
®

劣
を
揭
に

■す
る
土
地
に

.
投
ぜ
ら
る

.、
場
合
、池

味

に
®

劣
は
な
く
て
も
位
®
の

.

: 

- 

.

•
■ 

.

.

.

. 

■ :

.

便
否
を
異
に
す
る
土
地
に
投
せ
ら
る
、
構
合
、及
び
既

^

耕
作

.
'せ
ら
：る
く

.土
地
に
對
し
て
、增
收 

を
計
る
爲
め

’51
1;
”資
本
勞

.働
を
羯
杉
探
じ

'て
も

^

縣
.增
.加
.の
wi
l
合
が

&

®
、0
增
邶
に
及
ば

.
' ぬ
 

場
-合
•即
ち
，收

S
遞
減
の
法
，則
，̂

作
)|
-
]す
.る
場
合
秘
暴
れ
扩
ぁ
る
。

.
而
し
：て
此
三

0
場
舍
が

)®

る

?>
は
.、何
‘れ
も
へ
人
ロ
.增
加

.の
爲

め

、穀

物

に

對

ず

る

0

s

,

t
 
$

K

S

て

if
ii
l
す
：：る
結
：果

、
 

で
.糸
り

て

、國

が

新

し

.く

人
ロ
が
稀
薄
で

、
K
沃

.豊

.饒

.：な
：
る

±'
'
地
，，が
，到

處

に

存
す

る

S
合

.に
は

、地
：
 

it
な
る

&

の
の
.支
.：»
.は
：.
.れ

5:
;
.こ
ビ
：が

な

い

'の
：は
、
®
.ほ
空

'氣
永

の

.如
き

：無

.限
一
に
指
す
る
天
«

物 

に
.對

し

て

A
が
”代
©

を

支

#
,ふ
乙

^

が
な
.い
の
ビ
同
、じ
で

.あ

.

.る。
然
る
：

i
iA'
ロ
が
漸
く
增
如

' 

レ

^'
:
.
.
爾

.1
便
'利
.の
&
镫
に
あ
る
、最
も
：

.
«沃
な
土

.

.地
'の
み

.

.を

.以
：て
七
て
は
之

"を

*
ふ
べ

.き
食

»

. 

を
産
出

■.す
る
、に
足

^V

な■く
な

.る
ビ
、敍，で

.或

は

；
，
地
'味
の
'劣

れ

る

，或

は

位

®
の

不

®
な

.る

.新
し
：S

±■
#
5:
,
,耕
や

す

^ ：
或

は

0

に
'耕
や

.さ
れ
て
居
谷
土
埤
じ
對
：；し

' て
、相
：對
：的
減

.收
：を
も
顯
み

t

、ff
i

:
•.
 

► 

. 

. 

h 

. 

.
‘
： 

： 

• 

•
•
.
.
.
.
. 

-
,

R
寒
ね

V

»■
本
勞

■働
.を
投
中
，る

v

と
を
し
な
く
て
は
：な
ら
ぬ
。
其
處
で
始
め
て

'地
代
が
發
生
：

 

す
る

^
,

1
K

ふ
の
，で
あ

.る
。 

：

'
比

-
.較
，的

'位
置
の
不

>
©な
る

土

'地
.を

»
や
：す
.場
合

.も
、或
ぱ
，同

？「

^̂ 

•

;
.
 

.
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雜

十

號

四

山

ハ'

て
收

M益
，遞
減
法

.則
の
作
用
す
る
場
合

.も
、道
理
：は
同
じ
で
.
*
る
が
、漸
次
：に
地
味
の
劣

^

る
土

-^
. 

が
耕
や

S

れ
る

> 

•

务
を
取
て
見
る
の
が
、衣

s
r
d
o

0-
地
代
法
則
を
食
得
す
る
上
に
最
も

0 

 ̂

て
あ
る

Il
k

に
.

E
-

乙
K

S
級
.の
土
地
が
あ
つ

で

，
乙

れ
に

#■
令
同
最
の

R

本
勞
働
を
投
す
る
ビ
，
 

甲
か
ら
は
百

^

か
，ら
は

.

%!+
丙
か
ら
は
八
十
ク
ォ
タ
ァ
の

.

.純

.收
«
が
擧
げ
ら
れ
る
も
の
と
す

s

o

今
人
ロ
が
稀
薄
：で
甲
級
の
土
地
の

.み
が
耕
や

?.
る

、

場

合

に

は

.、

®

代
な
る
も
の
は
な
く
、

. 

■ 
. 

- 

, 
. 

.
1 ...

耕

作

の

全

純

收

，權

は

凡

ベ

て

投

下
ft
本
に
對
す
る
利
澗
ビ
な
る

.
で
あ
ら
ぅ
。

然
る
に
人
口

f

. 

加
し
て
乙
級

.の
她
を

.

i

#や
.す
の

.已
む
：な

§

に
至
る
と
、甲
級
地
に
は
十
ク
ォ
タ
ァ

0

地
代
を 

生
.じ
、地
主
は
之
を
手
中
：

^:
收
め
る
。
何

.故
ど
云
ふ

.に
農
業
：資
本
に
對
ず
る
利
潤
率
は
均
一
で 

な
-け
れ
は
な
ら
ぬ
が
、今
乙
級
の
地

.を

跳

や

す

：も
の
は
、其
‘投

T
資
本
に
對
し
て
九
十
の
純
收
益 

を

受

け
.る
も
'.の

で

あ

る

か

ミ

全

く

誰

れ

に
i

地
代
を
軸
め
な
ぃ
で
乙
級
の

地
を
耕

や
，す
の
も
、
 

十
ク
ォ
タ
ァ
の
地
代
：を

»
故
七
平
級

0

土
.地
を
耕
：や
ず
の
ネ

 

Z

ろ
が
な
，い
。

：
.即
 

ち
斯
の
如
く

.甲
級
地
；に

.對
し

•て
：、十

.

す̂
タ

K

の
地
代
を
鈉
め
る

乙

ビ
を
敢
て
辭
せ
ざ
る
も
の 

が
あ
る
ビ
同
時
に
、旣
に
申
級
地
を

»

や
す
も
の
は
、

*

資
本
を
他

R

W

.
用
し
て
も
、九
十
ク
ォ
タ

,:
.
.
- 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
、

：

'• 

.

.

.

.

. 

r

ァ
.以
上
の
純

.收
益
を
擧
げ

‘

こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
、彼
は
地
ま
の
要
求
を
拒
否
す
る
こ

多

I
f ；

' r：

A j

!
s
p:

卜::
i
!
I
I

I
1

j
sミ 1 
1
I
jv:-
hi8.

出

'

來
な
い
譯
で
あ
一
る

9

.'
':

そ
こ
で

* '

人

口

.

が

更

に

僧

加

す

れ

« ;

同

じ

理

由

で

新

に

乙

級

地

に

十

>
 

'

オ

タ

ァ

の

地

代

を

，生
じ

"

甲

級

地

め

地

•

代

は

-

十

ク

オ

タ

ァ

，と

な

る

で

あ

ら

ぅ

。

:

s

v
以
上
は
姑
ら
く
穀
物
の
：價
値
を
氧
視
し
て
、收
稷
榖
物
暈
の
差
額

*
^

 ̂

地

-
-
-
-
- 

.

.!,
 

;
 
,
 

:
 

■ 

、
 

.

V

代
に
就
て
述
べ
た
が

/s
c
a
r
d
o

に
從
ふ
ビ
穀
物
の
價
値
は
他
の
ニ
般
貨
物
に

.
於
け
る

VJ.

同
じ
.く

.

.

.

.

. 

-
.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

; 

•

■

.其
'の
生
產
に
要
，ず

.
勞̂

働

量

，に

由

て

定

，ま

る

の
f
 

♦
る
が
、其

'勞
.働
.量
は
、最
も
.有
利
な
條
件
の 

.
,
‘
.
下
：で
：生

V產
を
行

'ふ
，若
が
；費
や
す
、比
較
的
小
な
る
勞
働
：量
で
は
な
く
て
、厳
も
；不
利
な
る
條
件
の 

.下
で
，生
産
を

.繼
續
す
る
も

9
,
>
'
费
や
す

.最
大
の

'勞
働
量
で

.
'あ
る
。
を
れ
故
人
ロ
の
增
加
に
連 

パ

れ
て
勞
働
資
本
が
漸
次
に
劣
等

.地

.に
投
：せ

.

.ら
-れ
，る

V
J、@

に
比
較
的
鋒
等
地

©.
.地
主
に
、地
代
ビ 

,

‘し：v

收
め
ら

n
る
穀
物
暈
^
逐 

'次增
加
す
る
許

^v

で
な

'く
、こ
れv

同
時
に
穀
物

/
一I
:定
m
位
量 

:

;

':
'
:

の
價
値
は

.脤
貴

'す

，
る

。
：
.則
ぢ

.地

‘
主

は
 

利
^
を
受

^
る
0;
.
で
あ
る
。
今
詨

sa
o

が
揭
げ 

,• 

y

居
る
、數
宇
に

'據
：.つ

：
て
，
、
地

代

毂

^

耳
^

 

の
比
例

'を
示
す
ど
、假
に
或
土
地

'に
-で
定

.

.
I 

.

.

. 

•
. 

,
 

,

;

ノ

量

.

の
：勞

働

.

を
，投

士

名

哚

^ :
1

八

o

ク

オ
タ

ァ
の
收
ぽ
を

.

擧

げ

浦

し

：
で

此

場

：
會

の毂
價
が

1

.
ク

オ
ダ
ァ
四
碗
假
定
す

.る
。

今
次
.に
同
量
の
勞
働
，を
第
ニ
級
.の

同

面

徵

0 |
±:
_

に

加

へ

る

炙

•

 

.

 

- 
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.

 

•
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口

す

ド
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ル

ト

ス
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地

代

論

と

3
ヵ
か
ド
オ

-
• 

第
十
號 

四
八 

1

七
d

ク
オ
タ

K

‘の
收
益

.
を
一
擧
げ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、穀
價
は

(

'
1
7
0
'
:
1

00
0
=

』

4
:
“

.
；̂
=̂>
4—

4
丨
00

の

計

錄

に

依

立

四

磷

四

志

八

‘

片
で
あ
る

.

? ?

ら
ぅ

0

更
に

.

引
續

'

い
て
同

#

の
.

勞
働
を

.

同
.

面

«

0 

次
位
の
土
地

^

投
じ

.

て
、順

次

に

秀

れ

一

 

六
.

Q

一
 

五
〇
ニ
调

0

ク
オ
タ
ァ
の
收
稱
を
舉
げ

得
：.：る
も
の
匕
す
、れ
：；ば
、穀

價

は

順

次
^

四

條

十
S

破
：十
六
志
、五
0

ニ
志
十
片
に
騰
貴
す
る
で

»
• 

•
• 

• 

- 

•

あ

ら

-5
,

0

今

假

に

海

三

位

の

土

地

が

耕

や

さ

る

、
場

合

を

取

て

見

.

る

と

®

上

地

.々

主

の

收

め

.へ' 

.

.

. 

.
\ 

; 

. 

■ 

- 

- 

■ 

.

る
地
：代
は

.

.穀1
1

十
.

V
「

オ
タ
ァ
、之
を
貨
幣
に
換
算
す
れ
ば

.

.

(
2
0
X

汔
ム
 

九

-o
磅
、寧
四
位 

0
地
.が
»-
や
，さ
る
、

.褥
合
に
は
：地

 

ク
オ
タ
ァ
ぼ
算
貨
齡
额
一
四
四
磅
，第
五
位
の
：
 

土
地

.が
耕

■や
S
る
V V

さ 

タ
ァ
、«
幣
額

 
一
i

p五
磅
十
三
志
四
片
ビ
な
る
^
で 

あ
る
。
即
ち
地
代

®
量
a

j

o〇
、
1
|〇
.〇
、三

0

0
、四

0

C、の
比

'を
以
て
增
加
す
る
の

R

S
し 

て
、地
代
馏
値
額
は
：

 
一，
o

G

、
l 
一二 

一
 

jv:
?

®
〇
、四

A

光
の
比
を
以
て
增
加

.す
る
の
で
あ
る
。

.

土
地

0

位
.

®
の
：
.便
否

.か

.
'ら
'地
代
が
生
ず
る
場
合

.

.は、不
便
な
る
土
地

' 
は
運
搬
の
爲
め
を
れ
丈

• 

.

.

.

.

.

. 

:

...
. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

け
多
、く

•«
用
を
要
す
：る
の
で
：あ
る
.か
ら
、つ
ま
ら
生
産
力
に
優
劣
が
お
る
’場
合

d

闕
じ
も
の
と 

考
ベ
て
寒
支
へ

.
な
:,
'
い
‘
。::
_

»

地

に

益

一

々

資

本

勞

働

•
を

累

 

增
收
を
期
す
る
場
合
に
も
道 

理

は
.:
-
一
 

で
あ
る

0 

S

I

O

«

«
權
遞
：減

.法
则
を

S

然
の
串
と
し
て
，一

5E
の
土
地

G

投
下
す
ゐ

：

資
本
勞

'働
を
倍
加
し
て
も
、收

~權
は
倍
加
し
な
い
も
の

^

j

見
て
居
る
。

—

，今

S

に
甲
級
也

*c
投
t 

る
資
本
勞

#
を
倍
加
し
て
も
收
權
は
一
ー
]?
ク
オ

.タ
ァ

S
は
な
ら
な
い
で
、百

 
'
十
五
ク
オ
タ
ァ 

に
止
ま
：
.る
も
の

.ビ
す
る

「

ヒ
、上
述
の

.«
合
と
同
一
の
理
に
由
て
、甲
級

.地
に
十
五
ク
オ
タ
ァ
の

 ̂

代
を

‘生
t 

.る

で

，
あ

ら

：
ぅ

。

：

此

場

合

.
に
は
土
地
は
一
で
あ
る
が
、最
初

^
投
せ

.ら
れ
た
資
ボ
'
次 

に
投

.せ
ら
れ
た
資
本
の
收
益
力
と
は
同
じ
で
な
い
。
地
代
は
此
の
收
益
の
差
か
ら
生
ず

る
ビ

.バS

.

.ふ：の

.で
あ
.る

•

°

:

一I

要
ず
る
に
何
；れ
の

(

場
合

.：に
於
：て

'も
、：一
一
の
同
量
の
勞
働
資
本
の
投
下
へ
に
侬
て
擧
げ
ら
れ
る
收 

益
に
差
等

0

‘あ
る
ビ

&
.は
，此
差

®:
は
.地
.代
を
構
成
し
、而

.し
て
最
後
；に

“投
#
ら
れ
た
資
本
か
ら 

は
地
代
か
生
じ
な
い
ビ
云
ふ
の
が
衣

s

a
。
P

地
代
論
で
あ
る
。

(
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ま
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尤
も

「

一
國
の

Jf
物
^
こ
 

原
產
物
は
暫
ら
く
の
間
は
獨
占

©

格
.で
賣
れ

：.る
：こ
ば
が
あ
る
。
併
し

.を
れ
が
永
'久
的
に
紐
占 

憤
格
で
賣
：れ
る
の
ね
：資
本
を
最

H十
ゼ
利
に
土
地
に
投
ず
る
こ
と
が
出
浓
な
く
な
り
、耕
作
せ
ら 

る
、
土
地
の
有
ゆ

''
.る
.部
分
、土
翁

.に
役
せ
ら
れ
☆
資
本
の

'
有
ゅ
る
部
分
が
地
代
を
生

t

る
に
至

第
十

3

卷

(

13

-

/

.七〕

.

.

論

.

m

.

d

オ
F

ベ

少
ト
ス
の

地

代

論

ミ

屮

ヵ

ル

ド

オ

 

第

十

城.

*

四
^
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論

.說
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ロ
ォ
&
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ぺ
が
ト
ス
の
地
代
論

*
3ヵ
が
ド
ォ
 

笫
十
謂
芄

o

-る
..

時
許
り
で
あ
る

」

ビ
0

ひ
，又「

然
_し
乍
ら
秘
か
に
望
び

ら
ぐ
、予
は
一
國
の

#
部
分
が
、を
の
最
高 

程
度

に
ま
で
耕
^
さ
れ
る
時
迄
は
、常
に
資
本
の
中
で
地
代
を
生
じ
な
い

—
部
.分

が
あ
る

Z

ビ 

k

充
分
明
に
し

得

た
も

の
ビ

思
.
ふ」

(pp. 

291，
293) 

5
記

し
て
居

る
の
に
徵
す
れ
ば

R
i
c
a
r
d
o

ビ 

難
も
、穀
物
.の
哲
收
が
こ
れ
ッ
に

»
す
.る
；需
要
に
.及
ば
な
い
爲
め
、穀

.物
が
獨
占
價
格
で
買
れ
、又

「
一 

.
國
の
各
部
分
が
そ
の
最
：高
程
度
ま
で
耕
や
さ
れ

」

-/
2

_
に
は
、土
地
に
投
せ
ら
れ
た
資
本
は
、最

も 

■不
利
な
る
條

件
の
下

i-
c

K
せ
5»
:

れ
た
も
の

ミ

雖
も
，
猶
、.ほ

普
0

利
潤
以
外
に
地
代
を
.生
じ
得
る 

z ,
y
j

を
認
め
て
居
た
も
の
と
云
：へ
る

.

れ
ど
も
、此
點
に
對
し
て
は
彼
れ
は
全
く
重
を
措
■か
な 

か 

0
-
^
0
 

 ̂

i
 

 ̂

0
.
 ̂

た 

R
o
d
b
e
r
t
u
s

 

の 

R
i
c
a
r
d
o

 

解
释
，は
決
し
て
失
當

re
a.
な
い
。
 

そ
れ
で
は

R
o
d
b
e
r
t
u
s

は
何
ぅ
云
ふ
理
由
で

s
c
a
r
d
o

の
地
代
論
を

II
讓
と
す
る
力

R
o
d
b
e
r
t
u
s

は

s
c
a
i
r
d
o

を
®
す
る
の
に
、其
.章
句
を
捉
へ
て
を
の
誤

S
I

を
指
摘
す
る
の
方
法
を 

取
ら
ず
、全
く
新

*
な
る
自
家
の
理
观
系
統
を
證
明
す
る
こ
？
に
依
て
、自
然
.に

s
c
a
r
d
o

の
不
合

理
を
瞪
明
し
ょ
ぅ

と

し

た

。

即
ち

®
設
に
ょ
つ
て
破
壊
す
る
も
の
で
、批
評

と

し

て
は
最
も
堂

-

:
 

.......
 

.

.

.

々

た
.る

0

極
的
の
批
評
で
あ
る

.
。Wodbertus

は
經
濟
學

Staatswirtschaft

農
'學Landwirtschaft

滕
史

'銃
餘

’の
.四
.の
見
地
か

&:Ricar

a.o..

?:.
®

擊
し

V
'

居
る
が

#

々
が

■玆
.で
：携
は
る
の
は
、そ
の
®
濟
學

上
の
議
驗
丈
け
に
止
ま
る

} 

, 

M 

.

,

: 

四
.. 一. 

.

.

.

I

I
は
^

づ「

凡

べ
て
の
經
濟
財
は
勞
働
生
產
物
な

.
&」

又
は

_

七
事
を
別
の

9
葉
で
云 

つ
て
，『

獨 

> 勞
働
の
み

.

生̂
產
的

P
3
d

象
な
ふ
ど
の

®
本

命

，題

か

ら

：出

發

す

る

。

此

命

題

.
は 

著
潜
自
ら
解

.釋
す
る
と
こ
ろ
に
據
れ
ば
、齡

| 

.
勞
働
の
費
や

^
れ
た
財

Q

み
が

'經
濟

W
に
屬
.す 

る
。
.
自
餘

.

.一切
'の
’：W

は
：そ
れ
が
人
.類
に
取

ク

て
如
何

'
,に
.必
要

.有
用
.で
あ

つ
.

て
も
、背
自
然

,̂

で 

あ

.つ
て
、經
濟
ビ
相
.係
は

.
i
士
こ
ろ
が
な
い
て
第
二
に
經
濟
財
は
凡
ぺ
で
勞
働
の
.み
の
所
產
で 

;あ
.る
。•：：

即
.ち

®.
等
.：の
も
の
は
經
濟
的

'見
地
が
、ら

f
tるW

、

自
然
我
し
く

は
他
の
何
等
か
の

力
の

.
康
物

.
.^
し
で
ド
な
く
、勞
爾
の
産
物
と
し
て
.の
み(

韋
義
.を
有
す
る
。
是
以

.外
の

.與
か
た
は

»:
%■
.

......
 

•

 

-

 

.

 

•

學
.的
の
觀
か
た

.で
は
：あ
る
か
も
知

.れ
な
い
が
、經
濟
學
的

.の
觀
方
で
は
，な

.い
。

®
H-
;
經
‘濟
上
か 

ら
，見
る

W
JH
は
生
產
上
必
要
な
る
物
的
作
業
旨

terielie 

o
p
r
u
o
n
e
n
.

を
行
ふ
勞
働
の
み
の
產
，物 

，で
あ

.る
？
.
但

しa
匕

#
 

ふ
の
は
、J

.

定
財
の
'生
產
に
庶
接
當
る
勞
働
の
み
を
意
味 

す
る
，の
：で
は
な
く
.

、̂其
.財
：を
生
靡
す
る
爲
に
用
ゐ
&
れ
る
道
具
の
生
產
に
當
る
勞
働

^.
も

含

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

;
■

-
-,

.
-
- 

.

.

.

.

.
ソ

.
:ひ
0
:で
、即
ち

.

.穀
物

.は
：
»
をー.執
る
人
の

/>
の
•產

物

で

；ば

な

く

て

、
同

時

に

又

興

1»
を

造

る

、

の
等

:

第

十

四

潘
..(

一
三
八
九

)

：
論

說

.

W

丸

ド

ペ

ル

ト

ス

の

地

代

論
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リ

カ

ル

ド

方
.
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十

號
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l
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l

九
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論

說

：

ロ

女

ド

.、ぺ

ヤ

ト

ス

の

地

代

論

と

リ

ヵ

少

广

方

 

;

a t

ニ

■

働

0
,產

，物

で

も.あ
'る
。

之

を，.

1
.

般
的
に
云
、ふ
と
，或
道
具
を
造
，る
の

K
. 

n
豪

.の

勞

織

が

费

や

，
さ’

.
 

,
•
 

.
 

. 

.
 

I
 

«.

れ
、而
し
て
：，そ
れ
が
全
然
消
耗
す
る
迄
に
は
X;
、量
の

.財
を
生
，產
し
得
る
も
の
：

V
J

す
'
.れ

ば

、
各

財

.
は

.

-

:

:

:

:
 

...:
|

 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

* 

, 

, 

•

:

m

十
ト

勞
働
の
產
物
だ
と
云
ふ
こ

g

を
意
：
味
す

る
の
で

あ
る
。

：

. ;

X 

.

.
,
' 

-

.

._

.てI

切
の
所
得

.ゆ
悉
く
勞
働

.の
所
’產
に
外
な
ら
ぬ
と

す

る
£

r社
#

の
'中
.で
.を
の
.生
産
の

r

.

. 

* 

..*:
■

ノ

爲
.め
ft
、1

指
を
»
.
:か
ず
こ
.
€を
％
资
ぬ
人
ダ
が
"所
得
.を
得
る
の
は

.如
何

•な
る
原

.：'®
：に

16
づ

•

く

'

か
。
玆
セ

R
o
d
b
e
r
t
u
s

は
財
の

.

)
第
一
次
的
分

‘配

ursprirngl

o-h
e

 

Giiterverteihmg 

W

第
，ニ次
的
分
配

, 

’ 

.

.

. 

-
-

 

\

abgeleitete 
G
{
i
t
e
r
v
u
&

§
g
i5r
IS
®J
^

®

を
.：司
る
裁

.判
官
、疾
病
を
治
療
す
る

®
師
、少
■年
を

-
; 

. 

- 

. 

.

.

.

.

.

 

.

...

 

+

•

.

:...,• 

.

 

.

.

.

.

. 

.

~

鱗
育
す

.る
敎

.師

.の
組
き
は

.、何
れ
：も
物
的
生
產
に
は

.參
加
す
る
こ
と
な
く
：し
て
所
得
を

.收
め
：て
 

居
る
が
、是
等
林
何
、れ
も
所
謂
、第

一

次

的

分

，配
'に
：參

加

す

る

他

ス

の

所

得

か

ら

第 
ーI」

次
：的
に
.所

#:
,
,を
#

る
の
で
、Rodbertus

-が
間
題
ビ
す
る

,の
は
、所
得
の

.生
產

'の
'爲
め
に
は

|

指
：’を
.'動
-か
'
3
ず

;

し
て
、此
.
'の
第
一
次

■的
分
：配
，'；に
參
加
す
る
も
•のがある、の
は
抑
何

&
:
:だ
.ビ
云
ふ
の
で
あ
る
。
 

择
體
的
に
云
ふ
：

€
、
地
主
ば
他
人
に
：其
所
有
•地
を

#

附
し
、且
つ
借
地
：

■料
を
徵
收
：す
る

S

云
'ふ
の 

外
：何
：事

も

f

ず
に
所
得
を
得
、又
資
本
家
が
利
字
ビ
云
ふ
同
じ
安
樂
な
所
得
を
收
め

る

-
の

は
如 

何
.，な
：る
原

'因
.に
：由
る
か
と
云
ふ
-'
0
で
あ
る

0

而
し
て
此

'0
■
ね
答
へ
る
も

-0
は
彼
れ
の
賃
子

I
n
v
p
r
h
p

?

-

義名歸麗薛的̂

^

^

-

.

;

；

讓通

^

o
IH
で
あ
つ
て
之
を
說

®

し
た
後
に

R

.od
b
e
r
t
u
s

は
®

子
が
分
れ
て
齋
本
利
辑
及
び

也

X 
£ 

:

な
る
の
理
法
を
明
に
し

-ょ
ぅ

.ビ
ず
る
の
で
あ
る
。

 

ノ
 

.

等
に
所

.得
は
悉
く
勞
働
の
所
産
で
あ
る
か

J

し
も
#

S

#
 

i

か
に
己
れ
一
身
を
夂 

へ
，.る
^

兄
る
丈
け

.の

所

将

を

し

か

嘯

出

す

：る
る
ビ
が
出
來
な
、け
れ
ば
^

爲
の
人
が
他
入
の
生 

,

f
に
依
賴
しV

生
活
す
.
•る
餘
.裕
は
全
く
-な
.か
；今

あ

る

し

、假
.々
.に
又
勞
働
者
の
勞
働 

J

B
す

一

ょ

を

支

へ

る

似

上

め

も

の

を

產

出

す

る

に

し

て

も

減

爲

今

人
‘
に
‘
之

を

領

得̂
^

.

:

有
カ

ヵ

な

分

れ

ば
'夂
.张

ダ

賃

予

が

成
*

す

ベ
.
き
•
#
'は

な

い。

I
 

Z

で

賃
.子

發
'生

：
の

，
爲

め

.
に

は
 

‘ 

，.二
の
：條
件
の.

備

取
.る
こ
：'
'
?
を
®
,す
：る
：と
云
ふ
。

第

.一

.は
、分
業
が
削
ま
ら
て
'
以
.來
，勞
.働

が

勞
«
 

，

.者
；の
生
活
'服
持
並
‘に
.

^
働
繼
續
の
爲
；め
.
R
要
す

.
S

以
.
上

を

生

產

す

、る
、即

ち

他

人

を

し

て
.之
^

■
;:
;與
右
、

，パ
活
す

.る(

|

客
1
.乙
ビ
：を

.獨

.し

.む
る
丈
け
を
生
產
す
る

ビ

云
ふ
經
濟
的
一
事
：實
、
第
.
ニ
は 

'
:出
地
及
び

.資
本
が
私
有

.せ
ら
れ
て
、そ
れ
が
爲

〉

め
勞
摘
；產
物
が
決
し

V

勞
働
者

.

「

自
身
の
手

に
は
ノ 

入
各
な
卜
ヤ
他
ム

.の
：手

「

に
.歸
：麟
す
多
ビ

.云
ふ

.法
棒
：的
事
實
で
あ
る
。

而
し
て
此
ー
一
事
實
、は
相 

:

.
fふ
も

0

で〔

第
ー
の

^
仰
の
備

^

で
は
必
す
第
ニ
の
條
件
も
備
は
る
。
勞
働
濟
の 

勞
_

ヵ
.己
れ

,;
ブ
身
を
支
：

.べ

.；
る
；
以
：：上

を.往
產
す
の
は
分
業
を
俟

.づ

.て

.始
め
て
迤
る
こ
ビ
で
あ

 ̂

- 
° 

 ̂

 ̂

0

^

1
 

m

l
 

.

肇

'

.
:
■■
.
.
.
.
.
.
.
.

一
.

パ'.
.'
-. 

,:'
.

「

：

.

;

、

.

.

’
.

.

' 

:

,
 

\ 

’ 

. 

■

♦ 

.

.

.

.

.
 

• 

/ 
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第十號 

1

る
が
、『

分
業
が
成

.

立

す

る

.

限
り

.r

±

地
、資
本
、勞

働

ff
i

-
物

は

眷

て

勞

爾

教

に

觸

し

た

こ

ビ

は

な

く

て

.
;
'

「

常
.に
’：他
の

,
人
に
屬

“
來
：つ
-た」

の
：で
ぁ
る
。
〃(S. 

42-57) 

;

/

.

.

.

.

 

•

 

•

 

.

.

'

■

'

:

此
.二
：條
：件

の

備

は.る
：限

り

茁

地

資

本

の
'所
：
有

黎

は

^
ず勞
働

生
へ
逄
物
：の
：
.
一

部

办

の

み

を

勞 

:

働
考

tt
與

へ
て
、凝

餘
を
己

'れ
の
手
に
收
め
る

.こ
ビ
が
出
來
る
。
何

‘ミ
な
れ
ば
、己
れ

0
勞
_
力 

以
外

'何
物
を

.も

有
せ
ざ
る

勞
働

潘
は
、苟
も
：生
き
ん
.と
す
る

‘

.

OS、

地
主
.資
本
家
の

ハ
汝
勞
働
者

は 

汝への：

勞
働

0
全
生
®
物 

擧
げ
，て
菩
：

等
：
に
：交
：附
す
ベ

し
，

而
し
て
汝
は
：其
巾
の
一
部
分
を
貴 

銀
ビ

-し
1:
還
.附
.
.也
ら
る

>
な
ら
ん

」

匕
の
契

^

を
拒
む
こ
と
が
出
來
な

‘い
か
ら
で
あ
る
。
故
に 

日
^

^
勞
.働

者

が
そ
の

勞
：.

働
產
物
の

'I

部
.：を

他
人

に
交
附
し
得

る
程

勞
働
が

'
‘生
產
的

.
$な
り
、
±
 

.地

.及
び
資
本
の
私
有
は
法
#
上
勞
働
者
の
地
主
反
：び

■資
，本
家
に
麗
は
へ
れ
て
よ

P

外

に
働
く
事 

粟

許

：さg V

す
.れ
ば
，勞
働
者
ぼ
た
士
苹
に
生
.
.活
を
支

.へ
ん
が
爲
め
、否
卿
な

.く
勞
働
の
全
產
.物 

を
土
地
及
び
資
本

.所
有
者
に
交
附
し
、己
れ
は
を
の
勢
働

.生
產
、物
の
|
部
分
を
以
て
滿
足
し
な 

.け

れ
.ば

な

ら

.
ぬ

で

ぁら
ぅ
。
例

乍
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